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＜今週の内容＞

１ 管内の感染症発生状況

２ 県内の感染症発生状況（百日咳）

３ ６月はエイズ予防月間です
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１ 管内の感染症発生状況

（１）管内の全数把握感染症（すべての医療機関から報告を求める感染症）

 第２３週は、百日咳が３人報告されました。

（２）定点把握感染症（指定された医療機関から報告を求める感染症）

（２０２５年２３週）※定当：定点当たり患者数

 ※2025 年4 月7 日から急性呼吸器感染症が追加になりました。詳しくは、以下のホームページを

ご覧ください。

◆厚生労働省ホームページ
急性呼吸器感染症（ＡＲＩ）

管内では、感染性胃腸炎の定点あたり患者数が5.00 人で、先週（7.00 人）から減少し、兵庫県では

8.52 人で、先週（8.05 人）から増加しました。

トイレの後や、調理・食事の前には、石けんと流水で十分に手を洗うようにしてください。また、便

や嘔吐物を処理する際は、使い捨て手袋、マスク、エプロンを着用し、処理後は石けんと流水で十分に

手を洗ってください。カキなどの二枚貝を調理する際は、中心部まで十分に加熱してください。
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https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/ari.html


＜感染症に関する情報＞

◆兵庫県ホームページ
感染性胃腸炎（ノロウイルス等）について

◆国立健康危機管理研究機構ホームページ
感染性胃腸炎

２ 県内の感染症発生状況（百日咳）

県内では、今週124 人（先週109 人）の百日咳の報告があり、今年の累積患者数は1,433 人とな

りました。当所管内でも3 人の報告があり、今年の累積患者数は12 人となっています。県内で今年

発生した推定感染経路として、家族内感染が788 人、学校内流行が247 人報告されています。百日

咳は主に患者の咳やくしゃみなどにより、しぶきに含まれる細菌を吸い込むことによって感染（飛沫

感染）し、7～10 日の潜伏期間を経て風邪症状がみられ、次第に咳の回数が増えて強くなります（約

2 週間）。その後、短い咳が連続的に起こり、咳の最後に大きく息を吸い込み、痰を出しておさまる

という症状を繰り返します（約2～3 週間）。ワクチン未接種の乳幼児が感染すると、嘔吐や無呼吸

を伴い、重篤化しやすいので注意が必要です。また、乳児期にワクチン接種を受けていても、終生免

疫は得られないので、成長後に感染することがあります。予防として、咳エチケットなどの一般的な

感染対策が有効となります。

＜感染症に関する情報＞

◆兵庫県ホームページ
百日咳について

◆国立健康危機管理研究機構ホームページ
百日咳
百日咳 感染症法に基づく医師届出ガイドライン（第三版）

３ ６月はエイズ予防月間です

兵庫県の2024 年HIV 感染者の新規報告数は16 件、エイズ患者の新規報告数は11 件、合わせて

27 件であり、前年（20 件）より増加しています。日本においては、2023 年の新規HIV 感染者・エイ

ズ患者報告数が960 件で、7 年ぶりに増加に転じました。また、HIV に感染していたことを知らずに、

エイズを発症して初めて気づいたというケースが、新規HIV 感染者・エイズ患者全体のうち約3 割を占

めています。

エイズの治療方法は進歩しています。HIV に感染しても、感染を早く知り、早期に治療を始め、継続

することにより、エイズの発症を防いで健康的な社会生活を送ることができるようになっています。ま

た、適切な治療を受け、血液中のウイルス量を抑え続けることができれば、性行為によって他者に感染

することはないことがわかっています。早期発見と適切な治療がとても大切です。

・HIV に感染しているかどうかを調べるにはHIV 検査を受けるしかありません。

・HIV 感染初期には、検査ではわからない時期があります。感染の有無をはっきり確認したい時は、感

染の可能性のある機会から3 ヶ月以上たってから検査を受けてください。

・朝来健康福祉事務所では受診者のプライバシーに十分配慮した無料・匿名検査を実施し、HIV 感染

症・エイズや性感染症に関する相談も行っています。感染の心配が少しでもあればご相談ください。

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf16/hw12_000000035.html
https://id-info.jihs.go.jp/diseases/ka/intestinal/010/intestinal-intro.html
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf16/05hyakunitiseki.html
https://id-info.jihs.go.jp/diseases/ha/pertussis/010/index.html
https://id-info.jihs.go.jp/diseases/ha/pertussis/040/index.html


〈朝来健康福祉事務所におけるエイズ検査（HIV 抗体検査）〉

日時：毎月第1・3 木曜日 13:30～14:30（予約制）

予約・相談：TEL 079-672-0555

＜感染症に関する情報＞

◆兵庫県ホームページ
ＨＩＶ・エイズに関する情報

◆朝来健康福祉事務所ホームページ
エイズ検査（HIV 抗体検査）を受けましょう

◆（公財）エイズ予防財団ホームページ
エイズ予防情報ネット API-Net

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf16/hw12_000000004.html
https://web.pref.hyogo.lg.jp/tjk08/asagoeizukensa.html
https://api-net.jfap.or.jp/

